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２ 本事例を含む単元の目標と評価規準
　本事例で取り上げる単元「自然環境と防災」の目標と
評価規準は次のとおり設定した。

・生徒の生活圏で見られる自然災害を基に、災害が
もたらす被害の程度などを予測し、その危険事象
に関して、さまざまな資料を収集し、読み取り、
まとめる地理的技能を身につける。
・自然災害の地域性を踏まえた備えや対応の重要性
について理解し、危険事象が発生したときの対応
や解決方法などを理解する。
・地理的、歴史的背景を踏まえて課題を設定し、そ
れらを多面的・多角的に探究することによって、
地域の変遷や災害の被害の予測、対策を考察し、
適切に判断する力を養う。
・持続可能な社会づくりに向けて、災害や防災につ
いて日常生活との関連を踏まえて考察し、よりよ
い社会の実現のための課題や解決方法を主体的に
追究しようとする態度を養う。

１ はじめに
　災害や防災に関するさまざまな情報が複雑化し、人々
の考え方や価値観が多様化した現代社会では、人間と人
間、あるいは、ある対策と別の対策との間の葛藤と調
整、合意形成における判断なども重要な意味をもつ（下
線部は『高等学校 新地理総合』（以下、教科書）p.215

「 Ｓ Ｋ Ｉ Ｌ Ｌ 20  防災ゲーム「クロスロード」の活用」
より）。
　まず、防災に関しては、地域に生きる自分を意識させ、

「地域」と「自然環境」を、より身近なものとしてとらえ
られるような資質・能力を育んでいくことが求められる。
また、自分自身の命を守るために、身近な地域で起こり
やすい自然災害の危険性をしっかり理解し、被害をより
少なくする減災についても理解しておく必要がある。
　そして、地域に生きる自分を意識させる身近な例とし
て、学校行事の一つである「避難訓練」と「地理総合」
を関連させた取り組みは、災害を自分事としてとらえ、
地理的な見方・考え方を働かせて、防災意識を高める好
例となるであろう。
　「地理総合」の「自然環境と防災」では、自然環境と
身近な地域を関連づけて探究し、自然環境がもたらすさ
まざまな災害を地理的・歴史的に考察する視点や方法を
生徒に身につけさせ、さらに災害時の避難方法や防災・
減災対策などについても考察させる。そうした学習を通
して、自然環境と地域、人間活動の関連性について、主
体的に学ぶことができるだろう。
　教科書 p.215 掲載の「クロスロード」は、災害時に
おけるみずからの判断を問うゲームである。判断につい
て相互に意見の交換も行うことで、生徒たちの思考力や
判断力をより高め、主体的・協働的な学びを深めていく
ことが期待できる。

「クロスロード」を活用した授業実践例
 －災害が起こったとき、どちらを選ぶか？－

授業研究地理

大阪教育大学附属高等学校池田校舎　森田 浩司（もりた・ひろし）
－使用教材－
『高等学校 新地理総合』

表１  本単元の観点別評価規準

※「クロスロード」は、文部科学省大都市大震災軽減化特別プロジェクトの支援を受けて作成された。制作・著作：チームクロスロード（矢守克也、吉川肇子、網代剛）
　「クロスロード」および「Crossroad」は登録商標です。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

災害や防災についての
知識を深めるととも
に、防災意識を高めて、
日常生活に結びついた
役割とその有効性を理
解している。自分の課
題に合った防災に関す
る情報や資料を探して
収集し、それらを考察
してまとめ、自分のこ
ととして活用すること
ができる。

社会的な見方・考え方
を用いて災害や防災に
関する情報や資料を多
面的・多角的に考察し、
合理性の高い解釈をし
ながら判断できてい
る。それを基に、課題
を見つけ、みずからの
考えを効果的に説明し
たり、議論したり、表
現したりしている。

災害や防災について疑
問・興味・関心を持ち、
主体的に他者と協働し
て学習に粘り強く取り
組んでいる。多様な情
報や資料を基に、防災
に対する自分なりの課
題や解決方法を意欲的
に考えて、よりよい社
会の実現を考えようと
している。
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または NO（あるいはＡまたはＢ）の判断を下すことを
通して、防災を他人事ではなく自分のこととして考え、
相互に意見交換することをねらいとした集団ゲームであ

る（教科書 p.215 Ｓ Ｋ Ｉ Ｌ Ｌ 20  より、（　）内は筆者
加筆）。災害時に多くの人に受け入れられる判断を導き
出し、グループで考えを共有することで、避難訓練後の
防災意識の定着度や変化を確かめる。そして、災害時の
行動にはっきりとした正解がないのと同様に、「クロス
ロード」の選択肢にも明確な正解はないことを授業の始
めにしっかりと伝える。また、「クロスロード」ゲーム
は本来、多数の事例に対して他者の意見を予想して得た
ポイントを競う形で実施するものだが、今回は災害への
対処に関する「自分の考え」や「周りの災害に対する考
え」を知り、意見共有することを目的とした。そのため、
他者の意見を予想する前に「自分はどうするのか」を考
え決めたのち、十分な時間をとって意見交換させ、多様
な考えや意見を知るために教室にいる生徒全員で一緒に
限られた事例や問いに対して考える学習形式に応用変更
している。
（３）考察・結果

　授業の導入で地震対応避難訓練の振り返りアンケート
結果を示し、避難訓練での自身の行動を振り返り、次の

「クロスロード」の展開へとつなげた。
　「 ク ロ ス ロ ー ド 」 の 状 況 設 定 は、 教 科 書 p.215 
Ｓ Ｋ Ｉ Ｌ Ｌ 20  の Q1 ～ Q3  （ 図１  ）を参考にしな
がら、 図４（本誌 p.15 参照）のような状況設定①〜④

を作成した。このとき、生徒自身が自分事としてとらえ
やすいように、ほとんどの問題の主語を高校生とした。
さらに、状況設定に関しては、地震直後・避難前・避難

後・高校生ボランティアの４つの異なる場面を想定した。
　生徒へは事前に、「クロスロード」の選択肢（Ａ or Ｂ

の２択）は、「どちらの選択が正しいということはなく、
自分の思うままに回答すること」、「アンケート後に各「ク
ロスロード」の問題を解説するとそれが正しい答えだと
とらえてしまう可能性があるため、あえて詳しい解説を
しないこと」を説明した。各状況設定に対して、生徒は「Ａ 

or Ｂ」の考え・意見について、「Google フォーム」を用

３「クロスロード」を活用した
　　授業実践・展開例

（１）目的

①「クロスロード」を通して、災害や防災の知識を深め

るとともに、災害時の行動を自分事としてとらえなが

ら思考し判断する力を養い、さまざまな意見や価値観

を理解する。

②自分の考え方を効果的に説明・表現するとともに、周

りの人の災害に対する考え方を理解し、それらを基に

議論する力を養う。

（２）展開

表２  本時の授業展開例

　本時は防災学習に主体的に取り組むために、「クロス
ロード」という集団ゲームを使用する。「クロスロード」
とは、判断の分かれ道のことで、防災に関する取り組み
にみられるジレンマを題材に、二者択一の設問に YES

「クロスロード」を活用した授業実践例
 －災害が起こったとき、どちらを選ぶか？－

授業研究地理

大阪教育大学附属高等学校池田校舎　森田 浩司（もりた・ひろし）
－使用教材－
『高等学校 新地理総合』

図１  『高等学校 新地理総合』p.215　「Ｓ Ｋ Ｉ Ｌ Ｌ 20  防災ゲーム「クロスロード」の活用」
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されたものであったため、この結果をパイグラフで提示
したのち、状況設定③に関して意見交換を行った。
　その後 ( 授業後半 )、状況設定③に、ケース１・ケー

ス２として避難所の環境や様子の詳細な説明を追加し、
思考の揺さぶりを図った。そして、自身や他者の考え・
意見がそれにより変化したかどうかに注目させた。
　結果として、ケース１については、「ＡからＡ」の意見
が最も多かったが、「ＢからＡ」に考えや意見が変化した
生徒も見られた。その理由としては、「親友なので食料を
分けてあげる」という回答が多かった。
　また、ケース２では、「ＡからＡ」の気にせず袋を開
けて食べるという意見と、「ＢからＢ」の袋を開けないと
いう意見が両方とも多い結果であった。ただ「ＡからＢ」
のように考えや意見が変化した生徒も見られた。理由と
しては、「カレーのにおいは、周囲の迷惑になるので我慢
する」などの意見が多かった。今回は教室で実際に非常
食用のドライカレーのにおいを嗅がせてから考えさせた
ため、においを強く感じた生徒は避難所の周囲の人々に
配慮し、袋を開けないという選択をしたと推測する。
　このような結果から意見交換や思考の揺さぶりを加え
ることによって、一部の生徒は状況によって自分の考え
や意見が変化するのがうかがえた。

４　おわりに
　今回の「クロスロード」ゲームを用いた授業実践例で
は、４つの「クロスロード」状況設定を生徒に提示した
中で、生徒の意見結果が２分された、“ 避難所での非常
用食料の使用の是非 ”（状況設定③）を題材にしたもの
について意見交換した。
　授業振り返りアンケートの結果としては、意見交換や
思考の揺さぶりを加えた場合、一部の生徒で考えの変化
も見られたが、多くの生徒は揺さぶり（ケース１・ケー

ス２）前と揺さぶり（ケース１・ケース２）後の意見で
あまり変化しないことが分かった。変化のない回答とし
ては、自分の命を優先する回答と周囲の環境や状況、他
人の反応をうかがうような回答が多かった。変化のある
回答としては、これは思考の揺さぶりのなかでも親友に
自分の非常食をあげてもよいという文言から回答数が多
くなったのではないかと推測される。
　今後も、いつ起こるか分からない自然災害などの危険
から身を守るために、生徒自身がその場の状況を適切に
判断し、行動できるような主体的態度を育成する安全教
育の実践を継続していきたい。

いて回答を行い、結果は直ちに教室の電子黒板に表示さ
れるように工夫した。また、生徒には 図２  のようなプ
リントを配布し、自分の考えや他者の意見を記入させた。

　状況設定①〜④（ 図４  ）に対する本校（１年生全員）
の回答結果は、下の 図３  のとおりとなった。

　授業中に示された４つの状況設定への生徒の考え・意
見結果の中で状況設定③は、Ａ・Ｂのそれぞれの回答率
が 50％に最も近い数値であった。すなわち意見が２分

図２  授業時のプリント例

※本稿は 2022 年 11 月 19 日の大阪教育大学池田地区附属学校研究発表会 [ 高校の部 ] において、森田浩司・寄川綾香「思考・判断・表現を養う地理総合－災害が起こった時、
自分はどう対応するのか－」と題して研究授業発表したものをまとめたものである。

58.1
41.9

Ａ Ｂ
状況設定① 状況設定②

状況設定③ 状況設定④

15.5

84.5

Ａ Ｂ

Ａ

47.652.4

Ｂ Ａ

71.3

28.7

Ｂ

図３  状況設定①〜④に対する生徒の回答結果
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図４  「クロスロード」状況設定①〜④

※ケース２では、実際に本校の備蓄非常食である「ドライカレー」のにお
いを嗅がせる。

状況設定①（地震直後）

【設定】あなたは高校生で、地下鉄の駅にいます。
地下鉄のホームで地震に遭遇。
突然、誰かが「出口が塞がるぞ」と叫んだことで、多
くの人が一斉に階段へと走り出した。一方、群集パニッ
クに巻き込まれるのも怖い。
出口に向かう？ そのまま待機する？

Ａ

出口に向かう

Ｂ
そのまま待機して
様子を見る

状況設定②（避難前）

【設定】あなたは高校生で、犬を飼っています。
大きな地震で家が倒壊したため、避難所（小学校体育
館）に避難しなければならない。しかし、家族同然の
飼い犬もも（ゴールデンレトリバー、メス３歳）がいる。
一緒に避難所に連れていく？

Ａ

連れていく

Ｂ

連れていかない

状況設定③（避難後）

【設定】あなたは高校生で、避難所にいます。
地震で自宅は半壊状態、家族そろって避難所へ移動し
ました。日頃の備えが幸いして、「非常持ち出し袋」に
は水も食料も３日分はあります。しかし、避難所には
水も食料も持たない家族が大勢います。
その前であなたは「非常持ち出し袋」を開けますか？

Ａ

袋を開けて食べる

Ｂ

袋を開けない

状況設定④（高校生ボランティア）

【設定】あなたはボランティアセンターの
　　　高校生スタッフです。
避難所で余った弁当がボランティアセンターに届けら
れ、希望者に配られていたところ、生活保護を受けて
いる方から「被災者以外が食べるのはおかしい」とい
う指摘がありました。あなたはお弁当をもらいますか？

Ａ

もらう

Ｂ

もらわない

ケース１ ケース２

【設定】あなたは高校生で、避難所にいます。
地震で自宅は半壊状態、家族そろって避難所へ移動し
ました。日頃の備えが幸いして、「非常持ち出し袋」に
は水も食料も 3 日分はあります。しかし、避難所には
水も食料も持たない家族が大勢います。

避難所の隣の家族は、親友の家族でした。しかし、
その親友家族は水も食料も持ってきていないよ
うです。配給は３日後になる見通しです。
あなたは避難所で「非常持ち出し袋」を開けますか？

※あげてもいいです。

【設定】あなたは高校生で、避難所にいます。
地震で自宅は半壊状態、家族そろって避難所へ移動し
ました。日頃の備えが幸いして、「非常持ち出し袋」に
は水も食料も 3 日分はあります。しかし、避難所には
水も食料も持たない家族が大勢います。

避難所は多くの人が避難してきていて、混雑して
います。今回、持ってきた非常食は「学校でもらっ
たドライカレー」でした。
あなたは避難所で「非常持ち出し袋」を開けますか？


